
　店頭に並んだりんご。その中に傷んでいるりんごが一個だけ混
ざっています。ほとんどのりんごは、おいしそうにピカピカと光っ
ていますが、人はたった一つの傷んだりんごが脳裏に焼きつくも
のです。あるものよりも、ないもの、欠けていることが気になる
のです。
　クラスの荒れの見え方もそのようになりがちです。気になる子
の問題行動に目がいき、それを指摘して改めさせようとします。
しかし、気になる子どもはクラスの数人です。ほとんどの子ども
はちゃんとしているのです。ピカピカのりんごなのです。教師が
ちゃんとしている子どもを大事にして、「ピカピカのりんご」で
あることに気付かせることです。
　授業中、隣のクラスの教師から「子どもが言うことを聞かない」
と助けを求められたことがありました。そのクラスに行くと、確
かに立ち歩いている子どもがいます。真っ先に目に飛び込んでき
たのは彼らです。「ちゃんとしている子どもに目がいかなかった」
と自己嫌悪に陥りそうにもなりますが、それよりもダメな自分を
認めて気持ちをリセットし、ちゃんとしている子どもを探すよう
に努めます。これは言い換えると、問題行動のおかげでちゃんと
している子どもに目を向けられたということです。
　気持ちを切り替えてクラスの様子に目を転じると、ちゃんとし
ている子どもがほとんどで、しっかり課題に取り組んでいます。
私は開口一番、そのことをほめました。すると、子どもたちは意

は じ め に
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外な顔をします。声をかけられ、諫められるべきは、問題行動に
対してであり、ちゃんとしている自分たちに声をかけられるとは
思っていません。
　ぜひ、もう一度、ご自分のクラスを見渡してみてください。問
題行動を起こしている子どもは意外にもわずかで、ほとんどの子
どもがその時々にすべきことを真面目に一生懸命に取り組んでい
るはずです。また、クラスが荒れているといっても、大方の子ど
もは当たり前のことを当たり前に行っています。
　まずは、こうした「気にならない子」の「存在」を気にとめ、認め、
光を当てて輝かせていきましょう。問題行動を起こさないがゆえ
に気にならない子どもの存在や取り組みを認め、ほめることを優
先するのです。ちゃんとしている姿を見ると、教師も自然と気持
ちが落ち着きます。冷静さを取り戻せます。つかう言葉も優しく、
穏やかな口調になります。
　問題を起こす「気になる子」の対応は、それからでも遅くはあ
りません。クラスの中に光り輝く子どもが増えていくと、自然に
クラス崩壊の原因となるような「荒れ」は影を薄くしていきます。
　本書では、こうした「気にならない子」の心情と行動を解説し
ながら、適切な関わり方や声かけのポイントを示しました。教師
があたたかい眼差しをもって「気にとめる」ことで、クラスの荒
れの芽は自ずと摘み取られ、活気やまとまりが生まれていきます。
そして、子どもたち一人ひとりの成長をじっくりと引き出すこと
ができるようになります。

　　2019年 9月 城ヶ﨑滋雄
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｢気にならない子」こそ、

気にとめる、見落とさない

｢気にならない子」の存在を気にとめて、
見落とさないようにすると、

クラスの中に光り輝く子がどんどん増えて、
学級崩壊の原因も自然になくなっていきます。

クラスの中の「気になる子」の存在は、意外にもわずか。ほとん
どの子どもが、一生懸命に当たり前のことを当たり前に取り組
んでいる｢気にならない子」。
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｢気にならない子」も、問題行動を起こさないがゆえに、その
内面では、遠慮や我慢、葛藤やストレスなどを抱えていること
もあるのです。このクラスの大多数を占める「気にならない子」
への対応や指導を怠ると、クラスはどんどん荒れてしまいます。

｢気にならない子」の存在を気にとめ、認め、教師が丁寧にケ
アしていくことで、｢気になる子」にもよい影響が及ぼされ、ク
ラスはどんどんまとまっていきます。



登校するから

子どもを変えられる

　子どもが登校するということは、子どもと会話をする機会があると
いうことです。それは、指導の機会を教師が子どもたちからもらって
いるとも言い換えることができます。子どもが目の前にいるからこそ、
ほめたりしかったりできるのです。
　確かに、クラスの荒れの要因になるような子どもが登校すると、自
ずと指導する機会は増えます。その労力を考えると、気がめいること
もあるでしょう。それでもそもそも登校する子どもだから変容させら
れるということを指導の基本として忘れてはなりません。

S E C T I O N

1

今日はあの子が欠席だから
トラブルがなくて安心だ

こんな言葉が出てしまったら要注意！
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トラブルから逃げたがる気持ちを否定しない

　手がかかる子どもはクラスにいないほうがいい……。そんなことを
少しでも思ってしまったら、教師として失格なのではと自己嫌悪に
陥ってしまうこともあるでしょう。真面目な人ほど思いつめ、自分を
責めてしまうものですが、トラブルを好む教師などいないので、罪悪
感をおぼえることなどありません。まずは、嫌なものは嫌、避けたい
ことは避けたいと思う自分の気持ちを素直に受け止めましょう。そう
すると気持ちは楽になり、トラブルに冷静に向き合うことができます。

登校してくれるからこその指導

　騒がしかったり、手がかかったりする子どもほどなぜか皆勤という
ことはないでしょうか。つまり、気になる行動を起こしても、学校に
来るからこそ、指導し、変容させていく機会がたくさんあるのです。
　不登校であれば、家庭訪問をしても会えないなど、指導する機会自
体が得られないこともあります。指導は、当たり前のように登校して
くる子どもの存在があってこそ成立します。

ほめるチャンスを見逃さない

　問題を起こす子も、四六時中手がかかるわけではないはずです。じっ
くりと観察してみれば、教師の願い通りに取り組んでいることもあり
ます。しかし、そうした時に限って、教師の意識が向いていません。
ましてや、いつもちゃんとしている子については当たり前だと思って
いないでしょうか。注意をしないということは、よい行動をしている
ということです。そんな時を見逃さず、ぜひとも「ほめるチャンス」
にしていきましょう。

低学年には「学校で会えて嬉しいよ」という気持
ちを、高学年には「今日も元気に登校したね」と
事実を伝え、朝を気持ちよくスタートさせてい
きましょう。

CHAPTER . 1　クラスの荒れを事前に察知！　学級崩壊させない教師の心がまえ 15



　日頃、穏やかに過ごしている子に対しては、教師の話を理解し、不
満や困り感を抱くこともなく、毎日の学校生活に納得しているものと
勘違いしてしまいがちです。
　子どもの様子から特に心配することもなく、それによってつい意識
からはずれてしまいます。ましてや、集中できずに騒がしい子がいれ
ば、教師はその子どもに気をとられてしまって、穏やかな子どもの存
在を忘れてしまいます。

穏やかで教師を安心

させてくれる子ども

38

S E C T I O N

1

遠慮してくれる

こんな様子が見られたら要注意！



「困る前に教えてね！」

　一見、不満がまったくないようであったり、納得して穏やかに対応
していたりするからといっても、その心の内も同じ状態であるとは限
りません。クラスの状況に不満を抱き、じっと我慢をしているかもし
れません。もしも、子どもに不満があったとしても、自分のイメージ
を損ねたくない思いがあるため、その後も穏やかさを通してしまうで
しょう。特に聞き分けのいい子には、教師のほうからいつでも頼るよ
うに声かけしておくことが必須です。

あえて穏やかさを強調させる

　そうした子とは一度相談をして、困った時に使える教師と二人だけ
のサインを決めておきます。例えば、困ったことがあったら、手を膝
の上に置き、よい姿勢でじっとしているようにして、あえて穏やかな
姿を強調させるようにします。普段から穏やかなので周りの友だちも
気になりません。サインを受け取ったら、教師がすぐにそばに歩み寄
るようにすれば、自分のことをわかってもらえたと気付き、安心して
その後を過ごせます。

気持ちや表情はそのまま人に影響を及ぼす

　穏やかでいることは、相手をあたたかく幸せな気持ちにさせてくれ
ます。その姿のよさや素晴らしさを、ぜひとも伝えていきましょう。
　伝える際は、教師も同様に穏やかな口調で、「あなたを見ていると
ホッとできるよ。先生はあなたといるといつも穏やかでいられるよ」
というように、穏やかさが他人にもよい影響を及ぼすことを意識化さ
せるようにします。

39CHAPTER .2　指導のヒントはここ！　気にならない子の「気にとめ方」

遠慮をする子には、低学年には、「遠慮しなく
てもいいんだよ」と促し、高学年には、クラス
全員に「遠慮しなくてもいいんだよ」と呼びかけ
てから、該当する子どもと目を合わせるように
します。
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